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お 知

ら せ

次
の
定
例
会
は

　
五
月
下
旬
か
ら

　
　
開
か
れ
る
予
定
で
す
。

　
本
文
中
の
用
語
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

な
お
、
取
り
上
げ
た
用
語
の
横
に
線
（
＊ 　
）

を
付
け
て
い
ま
す
。

　
◆
サ
マ
ー
レ
ビ
ュ
ー
（
二
面
）

　

市
の
主
要
施
策
の
取
り
組
み
内
容
、課
題
な
ど

を
全
庁
的
に
調
整
す
る
場
で
、こ
こ
で
の
議
論
を

踏
ま
え
、
事
業
の
推
進
や
予
算
編
成
に
向
け
て
、

各
局
区
で
検
討
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

　
◆
第
一
種
鉄
道
事
業
（
二
面
）

　

鉄
道
事
業
法
に
定
め
ら
れ
た
、
自
己
が
所
有

す
る
線
路
で
旅
客
ま
た
は
貨
物
の
運
送
を
行
う

事
業
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
◆
総
合
評
価
方
式
（
二
面
）

　

価
格
の
み
で
落
札
者
を
決
定
す
る
の
で
は
な

く
、
価
格
以
外
の
要
素
（
施
工
時
の
安
全
性
や

環
境
へ
の
影
響
な
ど
）
を
総
合
的
に
評
価
し
て

落
札
者
を
決
定
す
る
入
札
方
式
で
す
。

　公開の原則とは？（その２）
　議会は市民の代表機関であり、地方自治法で「議会の会議は、これを公開す
る」と定められています。
　
○会議録の公開　
　　会議の公開には、会議録の閲覧も含まれています。
　川崎市議会の本会議録は、会期終了後おおむね２カ月後から
区役所、市立図書館などで閲覧できます。　

　なお、市議会ホームページ内「会議録検索システム」で、本会議、予算・決算審査
特別審査会、議会運営委員会、常任委員会などの記録を閲覧することができます。　
◆（その１）は前号に掲載しています◆
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二
十
二
年
度
予
算
案

　
　
　
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
融
資
枠
の
拡
大

や
将
来
を
見
据
え
た
先
端
技
術
の
研
究
な
ど
、

一
定
の
評
価
は
で
き
る
が
十
分
な
も
の
で
は
な

い
。
厳
し
い
財
政
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
実

効
性
の
高
い
景
気
対
策
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

中
小
企
業
へ
の
融
資
枠
拡
大
、
国
の
施

策
と
連
携
し
た
雇
用
創
出
な
ど
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
二
十
一
年
度
を
上
回
る
五
百
二
十
六

億
円
の
工
事
費
を
確
保
し
た
。
さ
ら
に
国
際
環

境
技
術
展
の
開
催
、
殿
町
三
丁
目
や
新
川
崎
地

区
に
お
け
る
研
究
開
発
拠
点
の
形
成
な
ど
「
新

た
な
飛
躍
」
に
向
け
た
施
策
を
推
進
す
る
。

　
高
校
授
業
料
無
償
化
法
案

　
　
　
法
案
の
内
容
や
市
の
対
応
な
ど
は
。

　
　
　

法
案
は
家
庭
の
教
育
費
負
担
軽
減
を
図

り
、
教
育
の
機
会
均
等
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
も
の
で
、
公
立
高
校
の
授
業
料
は
原

則
不
徴
収
と
し
、
地
方
公
共
団
体
に
対
し
て
授

業
料
収
入
相
当
額
を
国
費
負
担
、
私
立
高
校
な

ど
の
生
徒
に
は
高
等
学
校
等
就
学
支
援
金
を
創

設
し
て
一
定
額
を
助
成
す
る
も
の
で
あ
る
。
市

は
法
律
と
の
整
合
を
図
る
た
め
、
市
立
高
等
学

校
授
業
料
等
徴
収
条
例
を
改
正
し
、
実
質
的
な

無
償
化
を
実
現
し
た
い
。

　
神
奈
川
口
構
想

　
　
　
県
と
市
は
二
十
二
年
十
月
に
実
現
す
る

羽
田
空
港
の
再
拡
張
・
国
際
化
の
効
果
を
京
浜

臨
海
部
や
県
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
、

空
港
対
岸
の
殿
町
三
丁
目
地
区
で
環
境
技
術
・

ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
分
野
の
研
究
開
発
拠
点
の

形
成
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
が
、
空
港
と
の
連

絡
道
路
整
備
に
向
け
た
取
り
組
み
状
況
は
。

　
　
　

羽
田
連
絡
道
路
は
国
が
事
務
局
を
務
め

る
京
浜
臨
海
部
基
盤
施
設
検
討
会
で
ル
ー
ト
・

構
造
の
絞
り
込
み
に
向
け
関
係
機
関
と
連
携
し

て
検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
周
辺
自
治
体
が

相
互
に
発
展
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
意
見
交
換

を
行
う
た
め
国
を
中
心
に
都
、
大
田
区
、
品
川

区
、
県
、
横
浜
市
と
本
市
で
設
置
し
た
羽
田
空

港
臨
空
都
市
懇
談
会
な
ど
の
場
を
活
用
し
、
羽

田
連
絡
道
路
の
早
期
実
現
に
取
り
組
み
た
い
。

　
羽
田
空
港
再
拡
張
・
国
際
化
に

　
伴
う
交
通
渋
滞
な
ど
へ
の
対
応
　

　
　
　
周
辺
の
交
通
量
が
三
割
増
え
る
と
予
測

さ
れ
、
大
田
区
で
は
円
滑
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

整
備
に
向
け
て
交
通
体
系
の
見
直
し
を
関
係
機

関
と
協
議
し
て
い
く
方
針
と
さ
れ
て
い
る
。
市

も
渋
滞
解
消
に
広
域
的
に
協
力
し
、
羽
田
連
絡

道
路
も
合
わ
せ
て
大
田
区
と
協
議
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

現
在
の
と
こ
ろ
大
田
区
か
ら
の
相
談
は

な
い
が
、
京
浜
臨
海
部
基
盤
施
設
検
討
会
で
も

将
来
交
通
量
な
ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ

て
お
り
、
市
は
神
奈
川
口
周
辺
の
現
況
交
通
調

査
を
実
施
し
て
関
係
機
関
に
情
報
提
供
し
て
い

る
。
今
後
も
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
改
善
や
渋
滞

解
消
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
情
報
交
換
し
、
連

携
を
図
り
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　（
仮
称
）公
契
約
条
例

　
　
　
条
例
制
定
に
向
け
解
決
す
べ
き
課
題
と

実
現
へ
の
取
り
組
み
は
。

　
　
　

公
共
事
業
の
品
質
を
維
持
し
つ
つ
、
従

事
す
る
労
働
者
の
適
正
な
労
働
条
件
の
確
保
を

図
る
こ
と
な
ど
を
目
的
と
す
る
条
例
だ
が
、
適

正
な
賃
金
の
設
定
方
法
、
履
行
確
認
の
手
法
な

ど
が
課
題
で
あ
り
、
国
や
他
都
市
の
動
向
も
注

視
し
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
い
。

　
永
住
外
国
人
地
方
参
政
権

　
　
　
永
住
外
国
人
へ
の
地
方
参
政
権
付
与
法

案
が
政
治
日
程
に
上
が
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
る
が
、
参
政
権
は
国
民
主
権
の
原
則
の
根
幹

を
な
す
も
の
で
あ
る
。
現
時
点
で
法
案
の
内
容

は
不
明
だ
が
、
こ
れ
ま
で
提
出
さ
れ
た
法
案
で

は
誰
に
ど
の
よ
う
な
権
利
が
付
与
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　

十
七
年
の
第
百
六
十
三
回
国
会
に
提
出

さ
れ
た
最
も
新
し
い
法
案
で
は
、
永
住
者
と
特

別
永
住
者
に
地
方
参
政
権
に
お
け
る
選
挙
権
の

み
が
付
与
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
た
。

　
京
浜
港
共
同
ビ
ジ
ョ
ン

　
　
　
今
後
、
三
港
連
携
に
よ
り
京
浜
港
の
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
さ
ら
に
高
め
る
施
策
は
。

　
　
　

二
十
二
年
二
月
に
都
、
横
浜
市
と
共
に

策
定
し
た
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
我
が
国
最
大
の
総

合
港
湾
と
し
て
、世
界
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
環
境
、

安
全
・
安
心
、
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
に
向
け
た
取

り
組
み
の
方
向
性
を
示
し
た
。
市
は
タ
グ
ボ
ー

ト
基
地
な
ど
社
会
基
盤
を
整
備
し
、
ま
た
背
後

圏
と
の
ア
ク
セ
ス
強
化
な
ど
を
図
る
広
域
交
通

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
形
成
を
国
に
働
き
か
け
た
い
。

　
文
化
行
政

　
　
　
市
税
収
入
が
過
去
最
大
の
減
収
に
転
換

す
る
中
、
市
長
は
ど
の
よ
う
な
思
い
で
文
化
芸

術
の
ま
ち
づ
く
り
予
算
を
組
ん
だ
の
か
。

　
　
　

市
民
が
い
き
い
き
と
心
豊
か
に
暮
ら
し
、

活
力
と
う
る
お
い
の
あ
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に

文
化
芸
術
の
振
興
は
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め

二
十
二
年
度
も
音
楽
や
映
像
、
ス
ポ
ー
ツ
な
ど

の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
歴
史
や
文
化
を
踏
ま

え
、
市
内
外
に
誇
れ
る
川
崎
の
魅
力
を
育
て
発

信
す
る
取
り
組
み
を
中
心
に
予
算
配
分
し
た
。

　
等
々
力
緑
地
再
編
整
備
基
本
構
想

　
　
　
基
本
構
想
に
対
す
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
が
実
施
さ
れ
た
が
、
多
摩
沿
線
道
路
を
横

断
す
る
必
要
が
あ
る
多
摩
川
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

の
安
全
確
保
や
、
最
寄
り
駅
か
ら
の
歩
行
者
、

自
転
車
対
策
な
ど
へ
の
考
え
は
。

　
　
　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
多
摩
川
へ

の
ア
ク
セ
ス
に
対
し
「
信
号
を
使
わ
な
い
で
行

き
来
し
た
い
」「
歩
道
橋
を
ス
ロ
ー
プ
化
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

今
後
基
本
計
画
や
実
施
計
画
を
ま
と
め
る
中
で

バ
リ
ア
フ
リ
ー
や
渋
滞
対
策
も
考
慮
し
検
討
し

た
い
。
最
寄
り
駅
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て

も
歩
道
の
拡
幅
な
ど
多
く
の
要
望
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
主
要
な
駅
に
つ
い
て
は
動
線
を
設
定
し

て
歩
行
者
環
境
の
改
善
を
図
り
、
自
転
車
と
歩

行
者
が
交
錯
し
な
い
よ
う
安
全
な
動
線
の
確
保

と
駐
輪
ス
ペ
ー
ス
の
設
置
な
ど
も
検
討
し
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
富
士
見
周
辺
地
区
整
備
、Ｊ
Ｒ

南
武
線
駅
ア
ク
セ
ス
向
上
の
検
討
状
況
な
ど
に

つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

　
若
者
の
雇
用
確
保

　
　
　
二
十
二
年
春
に
卒
業
す
る
県
内
高
校
生

の
就
職
内
定
率
は
二
十
一
年
十
二
月
末
時
点
で

67
・
７
％
で
あ
る
。
高
校
生
を
対
象
に
し
た
就

職
説
明
会
を
実
施
し
、
市
長
を
先
頭
に
若
者
の

雇
用
確
保
の
た
め
に
行
動
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

二
十
二
年
二
月
に
八
都
県
市
連
携
に
よ

る
企
業
合
同
就
職
説
明
会
「
ジ
ョ
ブ
フ
ェ
ス
タ

ｉ
ｎ
か
わ
さ
き
」
を
開
催
し
、
求
人
企
業
リ
ス

ト
を
市
立
高
校
に
配
布
し
た
。
ま
た
経
済
団
体

な
ど
に
求
人
情
報
の
提
供
や
就
職
説
明
会
へ
の

参
加
を
働
き
か
け
、
就
業
支
援
事
業
の
拡
充
や

市
独
自
の
求
人
開
拓
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
支
援
策

　
　
　
先
の
見
え
な
い
不
況
の
中
、
困
難
を
抱

え
た
事
業
者
に
対
し
生
活
全
般
へ
の
支
援
が
必

要
な
場
合
も
珍
し
く
な
い
。
市
内
中
小
企
業
を

守
る
た
め
経
営
分
野
や
福
祉
・
法
的
分
野
も
含

め
た
総
合
的
な
相
談
機
能
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　

市
産
業
振
興
財
団
が
無
料
で
実
施
す
る

法
律
相
談
、
社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
相
談
、

課
題
解
決
の
た
め
の
緊
急
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

な
ど
で
き
め
細
か
く
対
応
す
る
ほ
か
、
金
融
課

窓
口
で
も
多
様
な
相
談
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対

応
す
る
体
制
を
整
え
て
お
り
、
二
十
二
年
三
月

に
は
中
小
企
業
へ
の
資
金
繰
り
が
円
滑
に
行
わ

れ
る
よ
う
年
度
末
特
別
相
談
窓
口
を
開
設
し
た
。

　
入
札
制
度
の
改
善

　
　
　
低
価
格
で
の
入
札
が
相
次
ぎ
、
低
入
札

価
格
調
査
案
件
が
増
え
て
い
る
。
過
去
五
年
間

の
調
査
で
失
格
は
一
件
も
な
い
と
の
こ
と
だ
が
、

下
請
け
業
者
へ
の
し
わ
寄
せ
が
な
い
よ
う
、
過

度
な
低
価
格
入
札
は
抑
制
す
べ
き
で
は
。

　
　
　

こ
れ
ま
で
調
査
し
た
す
べ
て
の
案
件
で

入
札
者
か
ら
提
出
さ
れ
た
調
査
票
の
検
証
、
関

係
機
関
へ
の
照
会
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
な
ど
の
結
果
、

最
低
価
格
入
札
者
の
落
札
を
決
定
し
た
。
低
価

格
入
札
の
増
加
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
発
生
に
つ

な
が
る
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
失
格
基
準
の

導
入
や
最
低
制
限
価
格
対
象
工
事
の
範
囲
拡
大

な
ど
、
入
札
契
約
制
度
改
革
の
中
で
実
効
あ
る

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
道
徳
副
読
本
購
入
問
題

　
　
　
文
部
科
学
省
の
誤
っ
た
説
明
を
う
の
み

に
し
て
、
共
用
で
使
用
し
て
い
た
副
読
本
を
個

人
購
入
に
変
更
し
た
自
治
体
は
ほ
か
に
は
な
い
。

国
費
で
の
負
担
は
困
難
と
い
う
こ
と
だ
が
、
一

冊
五
百
六
十
円
、
全
体
で
約
三
千
万
円
の
代
金

を
保
護
者
に
転
嫁
す
べ
き
で
は
な
い
。
見
解
は
。

　
　
　

保
護
者
負
担
軽
減
の
観
点
か
ら
国
の
財

政
負
担
を
強
く
要
望
し
て
き
た
が
、
最
終
的
に

負
担
は
困
難
と
の
回
答
を
受
け
た
。
個
人
購
入

に
つ
い
て
、
国
は
費
用
負
担
に
見
合
う
対
価
が

提
供
さ
れ
て
い
る
と
し
て
お
り
、
市
と
し
て
も

効
果
が
さ
ら
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
介
護
現
場
の
人
材
不
足
の
解
消

　
　
　
介
護
施
設
入
所
者
の
暮
ら
し
と
人
権
を

守
る
た
め
に
は
、
職
員
が
安
心
し
て
働
く
こ
と

が
で
き
る
労
働
条
件
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
施
設
が
職
員
を
確
保
し
、
定
着
し
や
す

く
す
る
た
め
、
非
正
規
職
員
の
正
規
職
員
へ
の

格
上
げ
、
パ
ー
ト
職
員
の
時
給
の
引
き
上
げ
な

ど
自
治
体
独
自
の
支
援
策
を
講
じ
る
べ
き
で
は
。

　
　
　

二
十
一
年
度
か
ら
人
材
確
保
と
処
遇
改

善
を
目
的
に
、
福
祉
現
場
で
即
戦
力
と
な
る
人

材
を
養
成
す
る
た
め
の
地
域
雇
用
創
造
推
進
事

業
や
、
離
職
者
の
雇
用
を
図
り
人
件
費
助
成
を

行
う
介
護
人
材
雇
用
創
出
事
業
を
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
福
祉
人
材
バ
ン
ク
を
活
用
し
た
就
職

相
談
窓
口
や
離
職
予
防
の
た
め
の
相
談
窓
口
を

設
置
し
た
。

　
川
崎
港
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

　
　
　
ガ
ン
ト
リ
ー
ク
レ
ー
ン
三
号
機
の
設
計

費
八
百
二
十
一
万
円
余
が
予
算
計
上
さ
れ
た
が
、

現
在
の
取
扱
量
で
あ
れ
ば
二
機
の
設
備
で
十
分

処
理
可
能
で
あ
る
。
過
大
な
需
要
予
測
に
基
づ

く
計
画
は
直
ち
に
中
止
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　

港
湾
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
、
定
時
性
の

確
保
、
荷
役
効
率
の
向
上
な
ど
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
に
は
、
今
後
の
取
り
扱
い
貨
物

量
の
見
込
み
を
踏
ま
え
つ
つ
必
要
な
場
合
は
即

時
に
ク
レ
ー
ン
を
設
置
す
る
体
制
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
事
前
に
設

計
を
行
い
利
用
者
の
要
望
に
速
や
か
に
対
応
す

る
準
備
を
行
う
が
、
整
備
時
期
は
社
会
経
済
状

況
な
ど
を
見
き
わ
め
慎
重
に
判
断
し
た
い
。

　

こ
の
ほ
か
、
国
民
健
康
保
険
短
期
被
保
険
者

証
の
高
校
生
ま
で
の
交
付
、
保
育
事
業
、
殿
町

三
丁
目
地
区
中
核
施
設
整
備
事
業
な
ど
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。


